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	背景
	触媒活性：S-アデノシル-L-メチオニン + ヒストンL-リジン = S-アデノシル-L-ホモシステイン + ヒストンN(6)-メチル-L-リジン。,ドメイン：SETドメインは酵素活性の活性部位を含むが、メチル基転移酵素活性にはpre-SETドメインとpost-SETドメインの両方が必要である。SETドメインはヘテロクロマチンへの安定した結合にも関与する。,機能：モノメチル化されたH3 'Lys-9'を基質として、ヒストンH3の'Lys-9'を特異的にトリメチル化するヒストンメチル化酵素。H3 'Lys-9'トリメチル化は、HP1（CBX1、CBX3、および/またはCBX5）タンパク質をメチル化ヒストンにリクルートすることにより、エピジェネティックな転写抑制の特異的なタグとなる。主にヘテロクロマチン領域で機能し、ペリセントリック領域およびテロメア領域における恒常的なヘテロクロマチンの確立に中心的な役割を果たします。H3の「Lys-9」トリメチル化は、ペリセントリック反復配列におけるDNAメチル化を誘導するためにも必要です。SUV39H1は、RB1との相互作用を介してヒストンH3を標的とし、細胞周期調節、転写抑制、テロメア長調節など、多くのプロセスに関与しています。精子形成における高次クロマチン組織化の調節に関与している可能性があります。,類似性：ヒストンリジンメチルトランスフェラーゼファミリーに属します。 Suvar3-9 サブファミリー。,類似性:1 つのクロモドメインを含む。,類似性:1 つの post-SET ドメインを含む。,類似性:1 つの pre-SET ドメインを含む。,類似性:1 つの SET ドメインを含む。,細胞内位置:セントロメア構成ヘテロクロマチンと関連。,サブユニット:SMAD5 と相互作用する。,触媒活性:S-アデノシル-L-メチオニン + ヒストン L-リジン = S-アデノシル-L-ホモシステイン + ヒストン N(6)-メチル-L-リジン。,ドメイン:SET ドメインには酵素活性の活性部位が含まれていますが、メチルトランスフェラーゼ活性には pre-SET ドメインと post-SET ドメインの両方が必要です。 SET ドメインはヘテロクロマチンへの安定した結合にも関与しています。,機能:モノメチル化された H3 'Lys-9' を基質として、ヒストン H3 の 'Lys-9' を特異的にトリメチル化するヒストンメチルトランスフェラーゼ。H3 'Lys-9' トリメチル化は、HP1 (CBX1、CBX3、および/または CBX5) タンパク質をメチル化ヒストンにリクルートすることにより、エピジェネティックな転写抑制の特定のタグとなります。主にヘテロクロマチン領域で機能し、それによってペリセントリック領域およびテロメア領域での構成的ヘテロクロマチンの確立に中心的な役割を果たしています。H3 'Lys-9' トリメチル化は、ペリセントリック反復配列での DNA メチル化を誘導するためにも必要です。SUV39H1 は、RB1 との相互作用を介してヒストン H3 を標的とし、細胞周期の調節、転写抑制、テロメア長の調節など、多くのプロセスに関与しています。精子形成における高次クロマチン構成の制御に関与する可能性がある。,類似性：ヒストンリジンメチルトランスフェラーゼファミリーに属します。Suvar3-9サブファミリー。,類似性：1つのクロモドメインを含みます。,類似性：1つのポストSETドメインを含みます。,類似性：1つのプレSETドメインを含みます。,類似性：1つのSETドメインを含みます。,細胞内局在：セントロメア構成ヘテロクロマチンと関連しています。,サブユニット：SMAD5と相互作用します。,
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	SUV39H2 抗体を使用した 293 細胞からの溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	KMT1B ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタンブロット分析。
	

	KMT1B ポリクローナル抗体を使用した COLO205 細胞のウエスタンブロット解析。

